
 

2018年度第1回 実際に活用できる 
アクティブ･ラーニング手法紹介セミナーシリーズ 

   反転授業は、アクティブラーニングの中でも頻繁に紹介される形態で
あるにもかかわらず、敷居が高いというイメージがあり、導入しにくいと考
える先生方も多いようです。実際には、反転授業だからといって、特別な
スキルやオリジナルの動画配信などが求められるわけではありません。 
  今回のセミナーでは、反転授業のポイントを「目的別の準備」、「省力
化」、「対面授業のコツ」の３つの角度から取り上げて、参加者とともに授
業の現状にあった導入方法を考えていきます。 
                 【講師】：松田 岳士 教授（大学教育センター）  

 ●日時：2018年5月23日（水）16:20～17:50（５限） 
 ●場所：首都大学東京 南大沢キャンパス 6号館402 
 ●参加対象者：首都大学東京の教員（非常勤講師も可） 
           アクティブ･ラーニング、反転授業を実施している 
           有無は問いませんので、奮ってご参加ください。 
 ●参加費：無料 
 ●申込方法：下記の担当宛に「第１回ＡＬセミナー申込み」と明記し、 
            5月21日（月）までにメールでお申込みください。 
 ●申込先：教務課教務企画係 担当：宮本 
 ●メール：kyomu-kikaku@jmj.tmu.ac.jp 
 ●電話：042－677－2937（直通） / 1035（南大沢内線）                          
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